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倉敷市議会   検 索

２月定例会の概要

　  
　２月定例会は、新型コロナウイルス感染症が国内で急速に拡大する中での開催となりました。
　倉敷市議会は、議会運営委員会で手指のアルコール消毒の徹底やマスクの着用などを決定し、さらに、会議
中一定時間で換気し、委員会では出席者を減らして席の間隔を空けるなどの取り組みとともに、本会議では各
議員が簡潔な質問に努めて会議時間を短縮し、市が感染症対策を迅速に進められるよう配慮しました。
　議会は、予算や条例の決定、行政のチェックのほか、市民ニーズをくみ取った積極的な政策提案など重要な
役割を担っており、非常時においても、この機能は維持していかなければなりません。４月７日に発令された
国の緊急事態宣言で倉敷市は対象地域ではありませんが、これまで以上に感染拡大防止に取り組みながら、市
民福祉の向上のため、審議を尽くしてまいります。

 
新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて

  倉敷市議会に望まれていること ･･･････　P６－７

　市政を問う  会派の代表質問 ･･･････････････････　P２－５
　議案等審議状況  ･････････････････････････････　P７－８
　市議会からのお知らせ  ･･･････････････････････････　P８

アンケート集計結果から



真
備
地
区
復
興
計
画
の
見
直
し
で

新
た
に
位
置
付
け
る
取
り
組
み
は

　

市
は
、
真
備
地
区
復
興
計
画
の
見

直
し
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新
た
な

取
り
組
み
の
位
置
付
け
は
。

市　
堤
防
か
さ
上
げ
や
復
興
防
災
公

園
（

仮
称
）
の
整
備
な
ど
を
加
え
る
予
定

　

復
興
計
画
は
、
毎
年
度
、
復
興
の

段
階
に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
に
し
て

い
る
。
令
和
２
年
度
に
向
け
て
は
、

越
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
市
が
管
理

す
る
大
武
谷
川
、
背
谷
川
、
内
山
谷

川
の
堤
防
か
さ
上
げ
や
、
災
害
時
に

防
災
拠
点
や
一
時
避
難
場
所
と
な
り
、

平
常
時
も
活
用
で
き
る
復
興
防
災
公

園
（
仮
称
）
の
整
備
な
ど
を
加
え
る

予
定
に
し
て
い
る
。

今
後
の
市
長
の
政
治
姿
勢
は

　

真
備
の
復
興
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
市
全
体
と
し
て
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

市
長
に
は
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市　
市
全
体
と
し
て
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

　

災
害
直
後
か
ら
多
く
の
人
の
支
援

や
被
災
者
の
大
変
な
努
力
に
よ
っ
て

復
旧
、
復
興
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

令
和
５
年
度
ま
で
の
真
備
地
区
復
興

計
画
を
自
分
自
身
で
最
後
ま
で
進
め

る
と
と
も
に
、
被
災
経
験
を
踏
ま
え
、

市
全
体
と
し
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
の
コ
ス
ト
縮
減
案
の
比
較
は

　

連
続
立
体
交
差
事
業
の
費
用
対
効

果
は
、
市
が
進
め
て
い
る
倉
敷
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
視
点
で
比

較
す
べ
き
。
市
は
、
県
が
示
す
コ
ス

ト
縮
減
の
３
案
か
ら
水
島
臨
海
鉄
道

も
高
架
化
す
る
案
を
要
望
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
比
較
を
し
た
の
か
。

市　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
多
角
的

な
観
点
か
ら
相
対
的
に
評
価
し
た

　

土
地
区
画
整
理
事
業
や
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
整
合
性
、
南
北
市
街

地
の
一
体
化
、
都
市
防
災
、
鉄
道
高

架
化
関
連
の

事
業
も
含
め

た
全
体
費
用

な
ど
、
６
つ

の
観
点
か
ら

相
対
的
に
優

れ
る
と
評
価

し
た
。

２

会派の代表質問
代表質問とは各会派の政策・主張に基づき、会派を代表して市政に関し質問するものです。
　ここでは各議員の質問の一部をご紹介します。

市政を問う

１　くらしき創生クラブ
　　 守屋　弘志　　　  
２　未来クラブ　　　　
　　 藤井　昭佐　　　  
３　無所属クラブ　　　
　　 赤澤　幹温　　　  
４　公明党倉敷市議団　
　　 井出　妙子　　　  

　質 問 議 員　

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

守
屋　

弘
志

倉敷駅前の開発の様子
（阿知３丁目東地区市街地再開発）

５　新政クラブ　　　　
　　 大守　秀行　　　  
６　日本共産党　　　　
　　倉敷市議会議員団　
　　 田辺　牧美　　　  
７　くらしき希望の会　
　　 中島　光浩　　　  

未
来
に
責
任
を
持
っ
た
財
政
運
営
を

　

負
債
な
ど
の
数
値
か
ら
、
財
政
健

全
化
は
進
ん
で
い
る
と
見
る
が
、
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
、
復
興
の
た
め

市
債
は
増
加
し
、
今
後
は
社
会
保
障

関
係
経
費
や
公
共
施
設
の
修
繕
費
用

な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市　
財
政
健
全
化
を
維
持
す
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す

　

災
害
復
興
基
金
や
公
共
施
設
整
備

基
金
な
ど
特
定
目
的
基
金
を
活
用
し

た
市
債
の
縮
減
、
決
算
剰
余
金
を
活

用
し
た
基
金
の
残
高
確
保
、
ま
た
、

行
財
政
改
革
へ
も
着
実
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
実
態

を
把
握
し
、
組
織
の
強
化
を

　

自
主
防
災
組
織
は
、
予
防
的
な
活

動
の
推
進
、
避
難
誘
導
や
避
難
所
運

営
、
要
支
援
者
を
支
え
る
地
域
活
動

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
組
織
の

強
化
が
急
が
れ
る
。
活
動
の
実
態
把

握
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市　
活
動
が
低
調
な
団
体
が
多
く
、

今
後
も
組
織
の
活
性
化
に
努
め
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
災
害
経
験
が

な
い
、
活
動
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
活
動
が
低
調
な
団

体
が
多
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
活
発
な

組
織
の
活
動
事
例
の
紹

介
や
防
災
士
に
よ
る
指

導
な
ど
で
、
組
織
の
活

性
化
に
努
め
て
い
く
。

今
後
の
子
育
て
支
援
対
策
は

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保

育
が
無
償
化
さ
れ
、
保
育
所
の
入
所

希
望
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
る
。

市
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
育
休
退
園

の
見
直
し
を
し
た
が
、
子
育
て
支
援

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市　
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
増
と
保

育
士
確
保
対
策
の
両
輪
で
取
り
組
む

　

無
償
化
な
ど
の
影
響
で
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
希
望
者

数
は
、
前
年
に
比
べ
て
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
民
間
保
育
所
の
創
設
な

ど
に
よ
る
３
３
０
人
の
定
員
増
と
と

も
に
、
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
保

育
士
処
遇
改
善
事
業
な
ど
の
さ
ら
な

る
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
は

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
倉
敷
市

の
被
害
想
定
は
。
ま
た
、
地
震
の
備

え
に
は
事
前
の
防
護
対
策
が
重
要
と

考
え
る
が
、
市
の
対
策
は
。

市　
岡
山
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
、
県
と
市
で
整
備
中

　

県
の
想
定
で
は
、

市
内
の
最
大
震
度
は

６
強
、
最
大
津
波
高

は
下
津
井
付
近
の
標

高
３
・
２
メ
ー
ト
ル

で
、
平
地
で
は
液
状

化
現
象
の
危
険
性
が
高
く
、
建
物
倒
壊

や
津
波
な
ど
で
最
大
１
３
６
５
人
の

犠
牲
者
が
出
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市

で
は
管
理
す
る
通
生
・
勇
崎
・
小
原

の
各
漁
港
の
防
護
の
た
め
、
海
岸
保

全
施
設
の
老
朽
化
調
査
、
耐
震
診
断

を
行
っ
て
い
る
。

支
所
に
防
災
部
門
を
設
置
し
、
避

難
勧
告
な
ど
発
令
権
限
の
委
譲
を

　

市
町
の
合
併
で
、
支
所
は
以
前
の

よ
う
に
首
長
と
関
係
者
に
よ
る
即
決

が
で
き
ず
、
本
庁
に
聞
き
な
が
ら
の

決
定
で
ス
ピ
ー
ド
感
に
大
き
な
違
い

が
出
て
い
る
。
緊
急
時
の
初
期
対
応

の
た
め
、
支
所
へ
新
た
に
防
災
部
門

を
設
置
し
、
避
難
勧
告
な
ど
発
令
権

限
を
実
質
的
に
委
譲
し
て
は
ど
う
か
。

市　
支
所
に
は
地
区
本
部
を
設
置

　

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
観
測
さ

れ
た
場
合
、
本
庁
の
災
害
対
策
本
部

の
も
と
、
各
支
所
に
地
区
本
部
を
設

置
す
る
。
局
地
的
な
災
害
で
は
地
区

本
部
の
み
で
対
応
す
る
場
合
も
あ
り
、

人
員
の
派
遣
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

倉
敷
市
安
心
お
か
え
り
シ
ー
ル

の
配
付
実
績
と
成
果
は

　

認
知
症
高
齢
者
安
心
安
全
確
保
事

業
と
し
て
、
市
は
シ
ー
ル
を
配
付
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
配

付
実
績
と
成
果
は
ど
う
な
の
か
。

市　
55
件
の
配
付
実
績
、
警
察
に

よ
る
捜
索
過
程
で
の
活
用
も

　

認
知
症
の
人
が
行
方

不
明
の
際
に
、
発
見
者

が
本
人
の
衣
服
な
ど
に

貼
ら
れ
て
い
る
シ
ー
ル

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
い
、

事
前
に
情
報
登
録
さ
れ

て
い
る
家
族
と
連
絡
が

取
り
合
え
る
仕
組
み
で
、
令
和
２
年

１
月
ま
で
に
55
件
を
配
付
し
た
。
実

際
に
、
警
察
に
よ
る
身
元
不
明
者
の

捜
索
の
過
程
で
活
用
さ
れ
た
と
の
話

も
聞
い
て
い
る
。

３

未
来
ク
ラ
ブ

藤
井　

昭
佐

無
所
属
ク
ラ
ブ

赤
澤　

幹
温



未
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政
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進
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と
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取
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保
全
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
、
県
と
市
で
整
備
中

　

県
の
想
定
で
は
、

市
内
の
最
大
震
度
は

６
強
、
最
大
津
波
高

は
下
津
井
付
近
の
標

高
３
・
２
メ
ー
ト
ル

で
、
平
地
で
は
液
状

化
現
象
の
危
険
性
が
高
く
、
建
物
倒
壊

や
津
波
な
ど
で
最
大
１
３
６
５
人
の

犠
牲
者
が
出
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市

で
は
管
理
す
る
通
生
・
勇
崎
・
小
原

の
各
漁
港
の
防
護
の
た
め
、
海
岸
保

全
施
設
の
老
朽
化
調
査
、
耐
震
診
断

を
行
っ
て
い
る
。

支
所
に
防
災
部
門
を
設
置
し
、
避

難
勧
告
な
ど
発
令
権
限
の
委
譲
を

　

市
町
の
合
併
で
、
支
所
は
以
前
の

よ
う
に
首
長
と
関
係
者
に
よ
る
即
決

が
で
き
ず
、
本
庁
に
聞
き
な
が
ら
の

決
定
で
ス
ピ
ー
ド
感
に
大
き
な
違
い

が
出
て
い
る
。
緊
急
時
の
初
期
対
応

の
た
め
、
支
所
へ
新
た
に
防
災
部
門

を
設
置
し
、
避
難
勧
告
な
ど
発
令
権

限
を
実
質
的
に
委
譲
し
て
は
ど
う
か
。

市　
支
所
に
は
地
区
本
部
を
設
置

　

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
観
測
さ

れ
た
場
合
、
本
庁
の
災
害
対
策
本
部

の
も
と
、
各
支
所
に
地
区
本
部
を
設

置
す
る
。
局
地
的
な
災
害
で
は
地
区

本
部
の
み
で
対
応
す
る
場
合
も
あ
り
、

人
員
の
派
遣
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

倉
敷
市
安
心
お
か
え
り
シ
ー
ル

の
配
付
実
績
と
成
果
は

　

認
知
症
高
齢
者
安
心
安
全
確
保
事

業
と
し
て
、
市
は
シ
ー
ル
を
配
付
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
配

付
実
績
と
成
果
は
ど
う
な
の
か
。

市　
55
件
の
配
付
実
績
、
警
察
に

よ
る
捜
索
過
程
で
の
活
用
も

　

認
知
症
の
人
が
行
方

不
明
の
際
に
、
発
見
者

が
本
人
の
衣
服
な
ど
に

貼
ら
れ
て
い
る
シ
ー
ル

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
い
、

事
前
に
情
報
登
録
さ
れ

て
い
る
家
族
と
連
絡
が

取
り
合
え
る
仕
組
み
で
、
令
和
２
年

１
月
ま
で
に
55
件
を
配
付
し
た
。
実

際
に
、
警
察
に
よ
る
身
元
不
明
者
の

捜
索
の
過
程
で
活
用
さ
れ
た
と
の
話

も
聞
い
て
い
る
。

３
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来
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就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援
は

　

国
は
、
令
和
元
年
６
月
に
就
職
氷

河
期
世
代
へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
、

３
年
間
で
正
規
雇
用
を
30
万
人
増
や

す
と
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
な
ど
、
市
の
具
体
的
な
就
職

支
援
策
は
。

市　
就
職
面
接
会
の
対
象
の
拡
大

な
ど
効
果
的
な
支
援
を
実
施
し
た
い

　

新
規
学
卒
者
が
主
だ
っ
た
就
職
面

接
会
の
対
象
を
、
就
職
氷
河
期
世
代

ま
で
拡
大
か
、
限
定
し
て
の
実
施
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
く
ら
し
き
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
対
象
者
が
40
歳
代
ま
で
拡
大
さ
れ

る
の
で
周
知
を
図
り
、
連
携
し
て
合

同
企
業
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
た
い
。

教
員
の
勤
務
実
態
を
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か

　

教
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
業
務
改
善
と
と
も
に
、
在

校
時
間
の
客
観
的
な
管
理
と
確
実
な

削
減
が
必
要
で
あ
る
。
市
は
、
ど
の

よ
う
に
勤
務
実
態
を
把
握
す
る
の
か
。

市　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
画
面
に
よ
る

出
退
勤
管
理
を
行
う
予
定
で
あ
る

　

現
在
は
教
員
の
勤
務
状
況
を
出
勤

簿
な
ど
で
管
理
し
て
い
る
が
、
令
和

２
年
３
月
か
ら
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
画

面
に
よ
る
出
退
勤
管
理
を
行
う
予
定
。

こ
れ
に
よ
り
、
勤
務
状
況
を
正
確
か

つ
客
観
的
に
把
握
し
、
よ
り
具
体
的

な
指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
で
、
時

間
外
業
務
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

倉
敷
市
版「
も
も
た
ろ
う
の
防
災
」

の
作
成
を

　

県
が
作
成
し
た
「
も
も
た
ろ
う
の

防
災
」
を
参
考
に
、
倉
敷
市
版
を
作

成
し
て
は
。
そ
の
際
に
は
、
携
帯
可

能
な
大
き
さ
の
避
難
カ
ー
ド
も
掲
載

し
て
は
ど
う
か
。

市　
令
和
２
年
度
に
作
成
す
る
予
定

　
「
も
も
た
ろ
う
の
防
災
」
は
、
県
が

防
災
啓
発
を
目
的
に
市
町
村
と
協
力

し
て
作
成
し
た
も
の
。
こ
れ
を
利
用

し
、
倉
敷
市
版
を
令
和
２
年
度
に
作

成
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

避
難
の
経
路
や
、
普
段
使
っ
て
い
る

薬
や
病
院
な
ど
の
情
報
を
記
入
す
る

名
刺
サ
イ
ズ
の
携
帯
用
カ
ー
ド
も
掲

載
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

市
の
緊
急
情
報
が
届
き
に
く
か
っ

た
真
備
地
区
へ
の
中
継
局
建
設
は

　

屋
外
拡
声
拠
点
の
放
送
が
聞
こ
え

な
い
な
ど
緊
急
情
報
を
提
供
す
る
際

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
告
知

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
あ
る
。
放
送
の
電
波
が

届
き
に
く
い
真
備
地
区
で
は
、
現
在
、

中
継
局
を
建
設
中
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
設
置
後
の
効
果
は
。

市　
令
和
２
年
４
月
下
旬
に
は
真
備

地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
受
信
で
き
る

　

Ｆ
Ｍ
く
ら
し
き
の
真
備
中
継
局
は
、

令
和
２
年
４
月
下
旬
に
本
放
送
を
開

始
予
定
で
、
整
備
後
は
、
真
備
地
区

の
ほ
ぼ
全
域
で
、
市
か
ら
の
緊
急
情

報
を
含
む
放
送
が
明
瞭
に
受
信
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
の
支
援
の

た
め
奨
励
金
制
度
の
期
間
延
長
を

　

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
各
企
業
が

雇
用
の
安
定
な
ど
の
た
め
に
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
競

争
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
際
、
設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度

の
活
用
が
大
変
有
効
だ
が
、
制
度
は

令
和
２
年
度
ま
で
で
あ
る
。
期
間
の

延
長
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市　
制
度
実
績
、
市
内
企
業
の
状
況

な
ど
を
検
証
し
、
延
長
を
検
討
す
る

　

市
の
発
展
に
は
、
多
く
の
企
業
に

立
地
し
、
投
資
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
奨
励
金
制
度
の
こ
れ

ま
で
の
実
績
や
市
内
企
業
の
状
況
な

ど
を
検
証
し
、
延
長
を
検
討
す
る
。

日
本
遺
産
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を

　

市
に
は
３
つ
の
日
本
遺
産
が
あ
る
。

観
光
客
お
よ
び
地
元
へ
の
認
知
度

ア
ッ
プ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市　
ま
ち
の
魅
力
を
全
国
、
世
界
に

発
信
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

　

観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
住

民
の
理
解
も
大
切
と
考
え
る
。
倉
敷

物
語
館
、
む
か
し
下
津
井
回
船
問
屋
、

玉
島
西
爽
亭
の
３
カ
所
へ
の
日
本
遺

産
の
紹
介
ゾ
ー
ン
の
整
備
や
、
学
習
マ

ン
ガ
の
制
作
、
地
元
Ｆ
Ｍ
局
で
の
放

送
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
多

く
の
世
代
の

市
民
が
理
解

を
深
め
、
全

国
、
世
界
へ

発
信
し
て
い

け
る
環
境
づ

く
り
を
進
め

た
い
。

４

県作成の「ももたろうの防災」

日本遺産インフォメーション
（写真は、むかし下津井回船問屋）

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出　

妙
子

新
政
ク
ラ
ブ

大
守　

秀
行

今
後
の
被
災
者
の
見
守
り
支
援
は

　

住
宅
が
再
建
し
て
も
人
間
関
係
の

再
構
築
に
は
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
全
世
帯
を
視
野
に
置
い
た

見
守
り
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
人
員

の
確
保
、
訪
問
す
る
職
員
の
心
の
ケ

ア
も
必
要
と
考
え
る
。
見
守
り
支
援

の
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

市　
被
災
者
の
状
況
に
応
じ
た
個

別
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

　

家
の
再
建
に
よ
り
一
律
に
見
守
り

を
や
め
る
こ
と
は
な
く
、
被
災
者
の

状
況
に
応
じ
個
別
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
職
員
に
は
、
研
修
や
個
別
の

面
談
を
行
う
な
ど
心
の
健
康
を
守
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
維
持
を

　

介
護
保
険
で
、
市
町
村
が
行
う
総

合
事
業
に
移
行
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
も
移
行
前
と
同
等
の
内
容
を
維

持
す
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
、
国
は

要
介
護
１
、２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

も
移
行
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
現
制

度
の
維
持
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市　
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
対
応
し
た
い

　

新
し
い
総
合
事
業
で
、
市
は
基
本

的
に
移
行
前
の
基
準
な
ど
を
維
持
し

た
上
で
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
人
が
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
を

　

国
は
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
勧
め

る
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
減
少
、
高

齢
化
し
て
い
る
。
人
材
確
保
を
本
気

で
行
わ
な
い
と
在
宅
生
活
が
成
り
立

た
な
い
と
予
想
さ
れ
、
長
期
的
な
視

野
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市　
国
や
県
に
要
望
す
る
な
ど
、

介
護
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
、
国
は

審
議
会
に
お
い
て
、
他
の
職
種
同
様

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と

い
う
旨
の
認
識
を
示
し
た
。
市
も
介

護
人
材
の
確
保
は
重
要
と
考
え
て
お

り
、
国
や
県
に
、
基
金
を
活
用
し
た

施
策
の
充
実
を
要
望
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
は

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
５
カ
月

と
な
り
、
全
国
的
に

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
市
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
機
運
醸

成
の
取
り
組
み
は
。

市　
選
手
に
よ
る
学
校
訪
問
や
競

技
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る

　

市
民
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

選
手
に
よ
る
学
校
訪
問
や
競
技
体
験

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
５
月
20
日
に

は
美
観
地
区
か
ら
本
庁
舎
ま
で
聖
火

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
予
定（
※
）。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
選
手
の
応

援
ツ
ア
ー
も
募
集
し
て
い
る
（
※
）。

※
中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

　

多
様
な
働
き
方
が
あ
る
中
で
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
行
政
の
責
任
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
、
出
生
率
向
上
の
た
め
の

市
の
取
り
組
み
は
。

市　
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
の
支
援
、

子
育
て
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

婚
活
事
業
や
、
令
和
元
年
度
か
ら

公
費
で
の
実
施
を
始
め
た
産
婦
健
康

診
査
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
い
相
談
や
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
子
育
て
支
援
で
は
、

保
育
所
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
施
設

や
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、

特
に
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
対
策
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

女
性
活
躍
に
つ
い
て
市
の
見
解
は

　

育
児
や
介
護
な
ど
と
仕
事
の
両
立

が
難
し
い
と
い
う
理
由
で
離
職
す
る

女
性
は
多
い
。
女
性
が
働
く
職
場
の

環
境
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市　
女
性
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す

　

女
性
が
働
き
や
す
く
、
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
と
考

え
る
。
今
後
は
、
先
進
的
な
事
例
の

紹
介
や
、
育
児
な
ど
働
く
上
で
制
約

の
あ
る
人
か
ら
の
個
別
相
談
に
応
じ

る
な
ど
、
働
き
手
で
あ
る
市
民
と
企

業
の
双
方
に
啓
発
を
続
け
、
女
性
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
多
様
な

働
き
方
を
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指

す
。

５

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺　

牧
美

く
ら
し
き
希
望
の
会

中
島　

光
浩



今
後
の
被
災
者
の
見
守
り
支
援
は

　

住
宅
が
再
建
し
て
も
人
間
関
係
の

再
構
築
に
は
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
全
世
帯
を
視
野
に
置
い
た

見
守
り
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
人
員

の
確
保
、
訪
問
す
る
職
員
の
心
の
ケ

ア
も
必
要
と
考
え
る
。
見
守
り
支
援

の
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

市　
被
災
者
の
状
況
に
応
じ
た
個

別
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

　

家
の
再
建
に
よ
り
一
律
に
見
守
り

を
や
め
る
こ
と
は
な
く
、
被
災
者
の

状
況
に
応
じ
個
別
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
職
員
に
は
、
研
修
や
個
別
の

面
談
を
行
う
な
ど
心
の
健
康
を
守
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
維
持
を

　

介
護
保
険
で
、
市
町
村
が
行
う
総

合
事
業
に
移
行
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
も
移
行
前
と
同
等
の
内
容
を
維

持
す
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
、
国
は

要
介
護
１
、２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

も
移
行
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
現
制

度
の
維
持
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市　
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
対
応
し
た
い

　

新
し
い
総
合
事
業
で
、
市
は
基
本

的
に
移
行
前
の
基
準
な
ど
を
維
持
し

た
上
で
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
人
が
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
を

　

国
は
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
勧
め

る
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
減
少
、
高

齢
化
し
て
い
る
。
人
材
確
保
を
本
気

で
行
わ
な
い
と
在
宅
生
活
が
成
り
立

た
な
い
と
予
想
さ
れ
、
長
期
的
な
視

野
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市　
国
や
県
に
要
望
す
る
な
ど
、

介
護
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
、
国
は

審
議
会
に
お
い
て
、
他
の
職
種
同
様

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と

い
う
旨
の
認
識
を
示
し
た
。
市
も
介

護
人
材
の
確
保
は
重
要
と
考
え
て
お

り
、
国
や
県
に
、
基
金
を
活
用
し
た

施
策
の
充
実
を
要
望
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
は

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
５
カ
月

と
な
り
、
全
国
的
に

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
市
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
機
運
醸

成
の
取
り
組
み
は
。

市　
選
手
に
よ
る
学
校
訪
問
や
競

技
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る

　

市
民
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

選
手
に
よ
る
学
校
訪
問
や
競
技
体
験

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
５
月
20
日
に

は
美
観
地
区
か
ら
本
庁
舎
ま
で
聖
火

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
予
定（
※
）。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
選
手
の
応

援
ツ
ア
ー
も
募
集
し
て
い
る
（
※
）。

※
中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

　

多
様
な
働
き
方
が
あ
る
中
で
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
行
政
の
責
任
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
、
出
生
率
向
上
の
た
め
の

市
の
取
り
組
み
は
。

市　
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
の
支
援
、

子
育
て
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

婚
活
事
業
や
、
令
和
元
年
度
か
ら

公
費
で
の
実
施
を
始
め
た
産
婦
健
康

診
査
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
い
相
談
や
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
子
育
て
支
援
で
は
、

保
育
所
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
施
設

や
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、

特
に
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
対
策
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

女
性
活
躍
に
つ
い
て
市
の
見
解
は

　

育
児
や
介
護
な
ど
と
仕
事
の
両
立

が
難
し
い
と
い
う
理
由
で
離
職
す
る

女
性
は
多
い
。
女
性
が
働
く
職
場
の

環
境
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市　
女
性
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す

　

女
性
が
働
き
や
す
く
、
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
と
考

え
る
。
今
後
は
、
先
進
的
な
事
例
の

紹
介
や
、
育
児
な
ど
働
く
上
で
制
約

の
あ
る
人
か
ら
の
個
別
相
談
に
応
じ

る
な
ど
、
働
き
手
で
あ
る
市
民
と
企

業
の
双
方
に
啓
発
を
続
け
、
女
性
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
多
様
な

働
き
方
を
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指

す
。

５

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺　

牧
美
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し
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希
望
の
会

中
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６

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　議会に関心がない人では「すべて知らない」と答えた人が 78％でした。
　議会に関心がある人でも、認知度の低い取り組みがまだたくさんある
ことが分かりました。
※その他には、Facebookでの情報発信、議員研修会の実施、請願者
　の意見陳述の実施がありました。

　議会に関心がある人は、さまざまな手段を利用していることが分かり
ました。
　なお、議会への関心のある・なしに関わらず、「議会だより」と答えた
人が最多となりました。
※議員の情報発信は、ブログ、議員や会派の広報誌などがありました。
※その他には、インターネット中継、傍聴、議員から話を聞くなどがあ
　りました。

　議会には、従前から求められてきた「行政チェック機能強化」と並んで、
「政策や制度の提案」や「積極的な情報提供」が望まれていることが分
かりました。

※その他には、問題対応のスピード、新聞へ討論を掲載、市を大きく発
　展させる方策、議会に詳しくない市民の興味をひくような取り組みなど
　の意見がありました。

倉
敷
市
議
会
に

望
ま
れ
て
い
る
こ
と

＝
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
か
ら
＝

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
議
会
に

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
議
会

だ
よ
り
第
１
３
３
号
と
市
民
モ
ニ

タ
ー
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

５
９
５
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全体

70 代～

60 代

50 代

40 代

30 代

～ 20 代

0％　25％　50％　75％　100％

関心がある

どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心がない

議会
だより

新聞

ケーブル
テレビ
議員の
情報発信※

ホーム
ページ

その他※

内容を
知らない

関心がある・どちらかといえば関心がある
関心がない・どちらかといえば関心がない

議会質問への
一問一答方式導入
本会議のインター
ネット中継の実施
政務活動費収支
報告書等の公開
議案等の
賛否の公表
本会議・委員会
資料の公開

委員会記録の公開

その他※

すべて知らない

0％　25％　50％　75％　100％

政策や制度の
提案
行政チェック
機能強化
積極的な
情報提供
市民と
対話する議会

その他※

特になし

0％　　25％　　50％

実 施 期 間
　市民モニター　令和２年１月31日～令和２年２月10日
　議会だより　令和２年２月１日～令和２年３月２日

回 答 件 数
　595件 （市民モニター 556件、郵送 26件、ＦＡＸ 10件、
　　　　 メール ２件、持参 １件）

年 　 　 齢
　～20 代   18 件　30 代    62 件　40 代  131 件
　50 代     131 件　60 代  113 件　70 代  102 件
　80 代      32 件　90 代～  2 件　無回答  4 件

① 倉敷市議会に関心がありますか。

② 倉敷市議会で議論された内容は何で知りま
　 したか。　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

③ 倉敷市議会は平成２５年に議会基本条例を
　 施行し、議会改革を進めています。以下の取
　 り組みで知っている内容はありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

④ 倉敷市議会へ何を求めますか。
　　　　　　　　　　　　　　（主なもの２つまで）

　アンケート回答者のうち「関心がある」または「どちらかといえば関心
がある」と答えた人は、全体で 66％でした。
　ただし、年代によって、議会への関心の高さに大きく差があることが
分かりました。

0％　25％　50％　75％　100％

関心がある・
どちらかといえば関心がある

関心がない・
どちらかといえば関心がない

関心がある・どちらかといえば関心がある
関心がない・どちらかといえば関心がない

● 市長提出議案など（予算案２２件、条例案１７件、事件案１９件、人事案４件、報告２件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

７

＊議員は市民の代表だと思っている。平素から市民の意見を聞く姿勢を持っ
　て、頑張ってもらいたい。
＊市政の改善、改革の推進。古い体質からの脱却。
＊斬新なアイデアをどんどん提案してほしい。
＊若い人の意見も取り入れて、行政へ提案してほしい。
＊議会での議論は市民感覚から外れている。当選した時の公約を思い出し
　てほしい。
＊議会に無関心の人が関心を持てるようなアピールを積極的に行ってもら
　いたい。
＊災害復旧には莫大な予算が必要。市政を引き締める政策を。
＊議会での活動が見えづらい。市民を議会に呼んで直接質問できるような
　制度を導入しては。
＊形式的な質問や答弁ではなく、具体的に意見を交換する議会にしてほし
　い。
＊高い報酬に見合う仕事を。
＊政治家としての信念、決意を持って、真剣に議会に臨んでほしい。
＊議員定数は適正なのか。
＊このアンケートをきっかけに議会に興味を持つことができた。これからは
　情報を見てみようと思う。
＊どのようなことが行われているのかチェックしようと感じた。
＊実効性のある議会、透明性のある議会運営を。

　アンケートの結果から、議会への関心の低さが目立つ若い世代に関心を持ってもらうことが必要と考えています。その中で、議会
だよりはアンケート回答者595人のうち479人もの方に読んでいただいており、議会だよりの役割の重要性を改めて認識してい
ます。今後、議会だよりで、議会で議論された内容をより分かりやすく特集したり、若い世代にも関心を持っていただけるような新た
な企画を考えていきたいと思います。
　なお、お寄せいただきました貴重なご意見は、すべて議員に提供し、今後の議会運営に生かしていきます。ありがとうございました。

⑤ 倉敷市議会についてのご意見・ご要望を自由にお書きください。
　（議会運営に関する主なものを抜粋）

＊積極的に情報を公開してほしい。
＊機会があれば、議会を傍聴したい。

⇒　議員ごとの議案等への賛否の公表、本会議のインター
ネット中継（生中継、録画中継）、本会議や委員会の会議録・
資料の公開、議員研修会の公開などを行っています。
　傍聴については、８ページ下の市議会からのお知らせコー
ナーでご案内しています。どなたでも傍聴できますので、是
非お越しください。

＊政務活動費は領収書まですべて公開しないと、適正かどうか判断できな
　い。以前検討中とのことだったが・・・。

⇒　令和２年度中に平成31年度分の領収書などをホーム
ページで公開する予定です。

＊議会だよりをじっくり読んでいる。今後もしっかりと情報発信を。
＊議会だよりをわかりやすく、読みやすく。
＊議会だよりには目を通すが、取り組みますという表現が多く、結果が
　どうなったかの情報が少ない。

⇒　令和２年度は、広報くらしき８月号、12月号、３月号に
折り込む予定です。紙面のさらなる充実に努めていきます。

これ以外にも、個別の政策についてなどたくさんのご意見をいただきました。

● 市長提出議案など（予算案２２件、条例案１７件、事件案１９件、人事案４件、報告２件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和元年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　災害廃棄物処理経費や避難経路等確保事業費、ため池改修事業費、道路ストック長寿命化事業費、ＧＩＧ
Ａスクール構想に対応したパソコン等整備事業費、公有地信託事業費、災害備蓄品整備事業費、ＡＳＦ（ア
フリカ豚熱）侵入防止緊急支援事業費、小学校の授業で防災教育を行うための経費、新型コロナウイルスの
予防啓発などに要する経費など、約１６億１００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計予算
　真備緊急治水対策事業費、被災高齢者向け住宅再建支援事業費、真備健康福祉館やマービーふれあいセン
ターなど各施設の災害復旧事業費、子育てのための施設等利用給付事業費、日本遺産推進事業費、強い農業・
担い手づくり総合支援事業費、地区防災計画作成支援事業費、くらしき健康応援事業費、ふれあいサロン活
動促進事業費、高梁川流域こどもサミット事業費、浸水対策事業費、総合福祉会館整備事業費、東京オリンピッ
ク・パラリンピック関係経費、西阿知小学校校舎と西阿知幼稚園園舎の複合施設建設事業費、防災用備蓄倉
庫整備事業費、国保特定健診の受診率向上に向けた経費など、約１，８８１億３００万円を計上。
（×のところは、岡山県滞納整理推進機構負担金、社会保障・税番号制度個人番号カード交付事業費、マイ
ナンバーカード普及促進と一体化した証明書コンビニ交付事業費、ＰＦＩ手法を活用した中央斎場ほか２施
設の整備運営事業費、企業誘致推進事業費のうち企業立地促進奨励金、倉敷駅付近連続立体交差事業費につ
いて反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

令和２年度倉敷市モーターボート競走事業会計予算
　ＳＧ競走の開催がないことに伴い、５．０%減の約４０５億５，６００万円を計上。
（×のところは、ギャンブル依存を拡大する性格を持つものであることに変わりなく、ギャンブルの利益を
自治体財政に充てることに同意できない立場から反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 
未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会



７

＊議員は市民の代表だと思っている。平素から市民の意見を聞く姿勢を持っ
　て、頑張ってもらいたい。
＊市政の改善、改革の推進。古い体質からの脱却。
＊斬新なアイデアをどんどん提案してほしい。
＊若い人の意見も取り入れて、行政へ提案してほしい。
＊議会での議論は市民感覚から外れている。当選した時の公約を思い出し
　てほしい。
＊議会に無関心の人が関心を持てるようなアピールを積極的に行ってもら
　いたい。
＊災害復旧には莫大な予算が必要。市政を引き締める政策を。
＊議会での活動が見えづらい。市民を議会に呼んで直接質問できるような
　制度を導入しては。
＊形式的な質問や答弁ではなく、具体的に意見を交換する議会にしてほし
　い。
＊高い報酬に見合う仕事を。
＊政治家としての信念、決意を持って、真剣に議会に臨んでほしい。
＊議員定数は適正なのか。
＊このアンケートをきっかけに議会に興味を持つことができた。これからは
　情報を見てみようと思う。
＊どのようなことが行われているのかチェックしようと感じた。
＊実効性のある議会、透明性のある議会運営を。

　アンケートの結果から、議会への関心の低さが目立つ若い世代に関心を持ってもらうことが必要と考えています。その中で、議会
だよりはアンケート回答者595人のうち479人もの方に読んでいただいており、議会だよりの役割の重要性を改めて認識してい
ます。今後、議会だよりで、議会で議論された内容をより分かりやすく特集したり、若い世代にも関心を持っていただけるような新た
な企画を考えていきたいと思います。
　なお、お寄せいただきました貴重なご意見は、すべて議員に提供し、今後の議会運営に生かしていきます。ありがとうございました。

⑤ 倉敷市議会についてのご意見・ご要望を自由にお書きください。
　（議会運営に関する主なものを抜粋）

＊積極的に情報を公開してほしい。
＊機会があれば、議会を傍聴したい。

⇒　議員ごとの議案等への賛否の公表、本会議のインター
ネット中継（生中継、録画中継）、本会議や委員会の会議録・
資料の公開、議員研修会の公開などを行っています。
　傍聴については、８ページ下の市議会からのお知らせコー
ナーでご案内しています。どなたでも傍聴できますので、是
非お越しください。

＊政務活動費は領収書まですべて公開しないと、適正かどうか判断できな
　い。以前検討中とのことだったが・・・。

⇒　令和２年度中に平成31年度分の領収書などをホーム
ページで公開する予定です。

＊議会だよりをじっくり読んでいる。今後もしっかりと情報発信を。
＊議会だよりをわかりやすく、読みやすく。
＊議会だよりには目を通すが、取り組みますという表現が多く、結果が
　どうなったかの情報が少ない。

⇒　令和２年度は、広報くらしき８月号、12月号、３月号に
折り込む予定です。紙面のさらなる充実に努めていきます。

これ以外にも、個別の政策についてなどたくさんのご意見をいただきました。

● 市長提出議案など（予算案２２件、条例案１７件、事件案１９件、人事案４件、報告２件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和元年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　災害廃棄物処理経費や避難経路等確保事業費、ため池改修事業費、道路ストック長寿命化事業費、ＧＩＧ
Ａスクール構想に対応したパソコン等整備事業費、公有地信託事業費、災害備蓄品整備事業費、ＡＳＦ（ア
フリカ豚熱）侵入防止緊急支援事業費、小学校の授業で防災教育を行うための経費、新型コロナウイルスの
予防啓発などに要する経費など、約１６億１００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計予算
　真備緊急治水対策事業費、被災高齢者向け住宅再建支援事業費、真備健康福祉館やマービーふれあいセン
ターなど各施設の災害復旧事業費、子育てのための施設等利用給付事業費、日本遺産推進事業費、強い農業・
担い手づくり総合支援事業費、地区防災計画作成支援事業費、くらしき健康応援事業費、ふれあいサロン活
動促進事業費、高梁川流域こどもサミット事業費、浸水対策事業費、総合福祉会館整備事業費、東京オリンピッ
ク・パラリンピック関係経費、西阿知小学校校舎と西阿知幼稚園園舎の複合施設建設事業費、防災用備蓄倉
庫整備事業費、国保特定健診の受診率向上に向けた経費など、約１，８８１億３００万円を計上。
（×のところは、岡山県滞納整理推進機構負担金、社会保障・税番号制度個人番号カード交付事業費、マイ
ナンバーカード普及促進と一体化した証明書コンビニ交付事業費、ＰＦＩ手法を活用した中央斎場ほか２施
設の整備運営事業費、企業誘致推進事業費のうち企業立地促進奨励金、倉敷駅付近連続立体交差事業費につ
いて反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

令和２年度倉敷市モーターボート競走事業会計予算
　ＳＧ競走の開催がないことに伴い、５．０%減の約４０５億５，６００万円を計上。
（×のところは、ギャンブル依存を拡大する性格を持つものであることに変わりなく、ギャンブルの利益を
自治体財政に充てることに同意できない立場から反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 
未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会



【未来クラブ】

大橋　　賢
片山　貴光
中西　公仁
平井　弘明
藤井　昭佐
矢野　周子
若林　昭雄
斎藤武次郎

【新政クラブ】

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
浜口　祐次
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
原　　　勲
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

無所属
クラブ

赤澤　幹温
秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
原田　龍五
藤原　薫子

【          】 日本共産党
倉敷市議会
議員団

末田　正彦
田口　明子
田辺　昭夫
田辺　牧美

【           】公明党
倉敷市議団
井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
新垣　敦子
森分　敏明
薮田　尊典

【          】 くらしき
希望の会
中島　光浩
日向　　豊
矢野　秀典

 

【          】

※
議長のため
採決に加わらず

※正式には開会予定日の1週間前に開催される
　議会運営委員会で決まります。

市議会からのお知らせ

【委員会（予算委員会を除く）】　定員５人
　委員会開会の１５分前までに議会事務局受付で傍聴受付票に
住所・氏名をご記入ください。希望者多数の場合は抽選になり
ます。
※各常任委員会は月に１回程度開催されます。日程は、開催の約２週
間前に決まり、ホームページなどでお知らせします。

＊市議会はどなたでも傍聴できます。
【本会議・予算委員会】　定員６４人
　低層棟４階傍聴席入り口で傍聴券に住所・氏名を記入して
ご入場ください。車いすスペースもございます。団体でお越
しの場合は、３階の議会事務局受付で団体手続が可能です。
※定例会は年４回開催されます。臨時会が開催されることもあります。

倉敷市議会 第２回定例会日程 (予定 )

月 日 (曜日 ) 会議日程

６

10 ( 水 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
16 ( 火 )～ 18 ( 木 ) 本会議：質問

19 ( 金 ) 本会議：質問
委員会：予算

22 ( 月 ) 委員会（予算分科会）：総務･建設消防
23 ( 火 ) 委員会（予算分科会）：保健福祉･環境水道
24 ( 水 ) 委員会（予算分科会）：市民文教･文化産業
29 ( 月 ) 委員会：予算

７ １ (水 ) 本会議：委員長報告､議決 ､閉会

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

モーターボート競走施行に関する事務の受託に関する協議について
　備南競艇事業組合から事務を引き続き受託するためのもの。
（×のところは、ギャンブル依存を拡大する性格を持つものであることに変わりなく、ギャンブルの利益を
自治体財政に充てることに同意できない立場から反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

倉敷市教育委員会教育長の任命の同意を求めることについて
　令和２年３月３１日をもって任期満了となる井上正義氏の後任として、引き続き井上正義氏を任命するこ
とについて同意を求めるもの。

同意 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇

※は、赤澤　幹温○、秋田　安幸○、塩津　　学○、時尾　博幸○、原田　龍五  棄権、藤原　薫子○

● 議員提出議案（発議２件）

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

倉敷市議会委員会条例の改正について
　予算委員会の設置に伴い、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書の提出について
　２０１８年２月に内閣府が公表した世論調査で、選択的夫婦別姓制度の導入に賛成、容認する国民は６割
を上回った。選択的夫婦別姓の導入は、男女どちらの利益にもかなうものであり、また、夫婦の姓のあり方
を「強制」ではなく「選択」としており、夫婦同姓を希望する人たちの権利を奪うものでもない。多様性を
認め合う社会へと変わりつつあるわが国において、夫婦の姓のあり方も考え直す時期が来ており、選択的夫
婦別姓の法制化を求める。（同趣旨の意見書を国に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

８

● 請願（請願１件　請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書の提出について　（内容は下記の議員提出議案に記載しています） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※第２回定例会から予算委員会を開催し、
　予算関連の議案をまとめて審査します。


